








はじめに

　筋ジストロフィー症の血中にみられるクレアチンキナーゼ(CK)活性値の著し

い上昇は,一般に筋細胞の崩壊ないし膜透過性の亢進に基づく,細胞外への漏出

の結果とされている.果たしてそうであろうか.この場合に CK そのものが正常

のものとは異なった CK であって,その異常が筋細胞内の代謝異常ひいては筋細

胞の崩壊をもたらすのではなかろうか,との観点に立って私達は研究を進めて

いる.従来の私達の実験成績やそして文献成績からみても,CK の異常は,電気泳

動易動度や抗血清による単なる沈降線の有無では,それをとらえることが困難

であるので,本研究では,まず,常識的に異なっていると考えられる各種動物の

筋型 CK の易動度や抗原性を系統的にしらべ,その結果を抗血清による阻害実験

の成績と比較検討した.後者によって,前者ではとらええない差を明らかにしよ

うと企てたものである．


